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半分の従業員が滞留に成功すると(歩道+発災1時間後)

東京都港区

多少混雑するが、過密状態

の場所は非常に少なくなる
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田町

品川

浜松町

皇居

築地

中目黒

広尾

渋谷

白金高輪

麻布十番

五反田

＜参考＞600万人シミュレーションによる帰宅抑制効果の検証
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＜参考＞一斉帰宅抑制の効果に関する研究

ケース１ ケース２ ケース３ ケース４

帰宅開始時間

東日本大震災時と
同様（首都圏では帰
宅開始時間にバラツ

キがあった）

一斉 一斉 一斉

従業員の
帰宅・滞留

東日本大震災時と
同様

全員帰宅 半分が滞留 全員帰宅

私用外出者の帰
宅・滞留

東日本大震災時と
同様

全員帰宅 全員帰宅 半分が滞留

1㎡6人以上の
平均道路延長
（歩道，km）

0.04 5.10 1.43 4.24 

出典：廣井悠 他（2016）「大都市避難シミュレーションの構築と混雑危険度の提案」, 『日本地震工学会論文集』第16巻第5号，pp.111-126，
表3をSOMPOリスクマネジメントにて再作成

群衆雪崩が発生する
危険性の高い混雑度

従業員の皆さんの帰宅の抑制が

歩行者の密集の緩和に大きく寄与

シミュレーションに基づく一斉帰宅抑制の効果【歩道について抜粋】
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＜参考＞大規模地震直後の建物安全確認(1/2)

１：指針の作成目的
○帰宅困難者による混乱防止のため、建物
内に留まらせたい。

○建物管理者は大地震発生直後に、建物か
ら退避すべきか、とどまるかを即座に判断し
たい。

○専門的な知識を持たない建物管理者でも、
即座に判断できる方法が欲しい。

⇒応急危険度判定の方法を参考として、国と
しての案を提示する。

２：同指針の対象者
○建物や施設の管理者
≒建築の専門的な知識を持たない人

大規模地震発生直後における施設管理
者等による建物の緊急点検に係る指針
（平成27年２月 内閣府）

ゲームの実施にあたっては、本指針をもとに安
全確認を行ない留まる事に支障がないと判断
したことを前提としてください。
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＜参考＞大規模地震直後の建物安全確認(2/2)

出典：「大規模地震発生直後における施設管理者等による建物の緊急点検に係る指針
別添3-2-1 鉄筋及び鉄骨鉄筋コンクリート造用チェックシート（低層・ラーメン構造）」（平成27年2月 内閣府）
http://www.bousai.go.jp/jishin/kitakukonnan/kinkyuutenken_shishin/index.html （2018年12月18日16:55アクセス）
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